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『「
撫
子
の
」
百
韻
』
の
考
察
（
一
）

伊　

藤　

伸　

江

は
じ
め
に

　

早
大
図
書
館
蔵
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
は
、
専
順
、
心
敬
、
行
助
、
宗
祇
ら
の
有
力
連
歌
師
が
参
加
し
、
細
川
勝
元
と
そ
の
家
臣
ら
が
張

行
し
た
百
韻
で
あ
る）

1
（

。
連
衆
は
勝
元
、
専
順
、
心
敬
、
実
中
、
通
賢
、
行
助
、
元
説
、
宗
祇
、
盛
長
、
常
安
、
宗
怡
、
頼
宣
、
光
長
。
こ
の

百
韻
は
孤
本
で
、
他
の
伝
本
は
現
在
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
な
い
。
早
大
本
に
は
張
行
年
次
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
立
時
期
は
不
明
で
あ

る）
2
（

が
、
参
加
し
た
宗
祇
が
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
、
東
国
に
下
向
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
少
な
く
と
も
文
正
元
年
の

夏
以
前
の
成
立
と
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
百
韻
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
三
月
に
興
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る）

3
（

『
熊
野
千
句
』
と

多
く
の
連
衆
が
重
な
っ
て
お
り
、『
熊
野
千
句
』
に
近
い
時
期
の
張
行
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
発
句
に
「
梅
雨
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
陰

暦
五
月
の
張
行
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
え
る
。
そ
し
て
、寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
五
月
か
ら
寛
正
五
年
五
月
に
か
け
て
は
、心
敬
の
主
著
『
さ

さ
め
ご
と
』
の
本
・
末
が
著
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
贈
呈
先
に
、
細
川
管
領
家
と
そ
の
周
辺
が
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り）

4
（

、『「
撫
子
の
」

百
韻
』
は
、
細
川
家
の
文
化
圏
と
心
敬
と
の
関
わ
り
の
詳
細
を
考
え
る
上
で
重
要
な
百
韻
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
こ
の
百
韻
の
連
衆
や
、
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そ
の
張
行
の
特
徴
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
た
い
。

細
川
勝
元
と
細
川
連
歌
圏

　
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
細
川
勝
元
は
、
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
に
管
領
細
川
持
之
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
父
の
死

に
よ
り
十
三
歳
で
細
川
宗
家
を
継
ぎ
、
摂
津
・
丹
波
・
讃
岐
・
土
佐
四
カ
国
の
守
護
を
兼
ね
た
。
細
川
宗
家
は
、
代
々
右
京
大
夫
に
の
ぼ
り
、

京
兆
家
と
呼
ば
れ
る
家
柄
で
あ
る
が
、
細
川
一
族
に
は
、
そ
の
他
に
右
馬
頭
を
つ
と
め
る
典
厩
家
な
ど
が
あ
り
、
計
九
カ
国
の
守
護
を
つ
と

め
る
強
い
結
束
を
誇
っ
た
一
族
で
あ
っ
た
。
勝
元
は
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
に
管
領
に
な
り
、
以
後
三
度
、
二
十
三
年
間
に
わ
た
り
管
領

を
つ
と
め
、
幕
府
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
山
名
宗
全
と
争
い
応
仁
の
乱
を
起
こ
す
が
、
乱
途
中
の
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）、
山
名

宗
全
の
死
に
続
き
、
和
議
を
待
た
ず
自
ら
も
四
十
四
歳
で
急
死
し
た
。

　

勝
元
は
、
和
歌
を
学
ぶ
こ
と
に
熱
心
で
あ
り
、
冷
泉
派
歌
人
正
徹
と
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。
正
徹
は
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
頃
よ
り

勝
元
の
叔
父
に
あ
た
る
細
川
道
賢
（
細
川
右
馬
頭
入
道
）
邸
の
月
次
歌
会
に
か
か
さ
ず
出
席
し
は
じ
め
、
毎
年
道
賢
邸
の
桜
見
物
を
す
る
な

ど
道
賢
と
親
し
く
関
係
を
持
ち
は
じ
め
て
い
た
が
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
閏
十
月
十
五
日
に
は
、
勝
元
の
依
頼
で
鷹
百
首
の
新
作
題
を

正
徹
か
ら
送
っ
て
お
り
（『
草
根
集
』
六
〇
〇
七
詞
書）

5
（

）、
勝
元
が
こ
の
頃
よ
り
正
徹
に
非
公
式
に
指
導
を
仰
い
で
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
勝

元
は
、
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
十
一
月
に
は
正
徹
に
和
歌
の
師
匠
を
頼
み
（『
草
根
集
』
六
六
一
九
詞
書
、『
東
野
州
聞
書
』
宝
徳
二
年

十
一
月
七
日
条
）、
正
徹
も
承
諾
、
彼
は
以
後
勝
元
邸
の
月
次
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
正
徹
は
道
賢
邸
、
勝
元
邸
以
外
に
も
、
細

川
頼
久
、
氏
久
邸
の
和
歌
の
催
し
に
参
加
し
て
お
り
、
細
川
一
族
と
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
勝
元
は
二
条
派
歌
人
堯
孝
も
自
邸
の
月
次
歌
会
に
招
い
て
お
り
、
勝
元
が
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
八
月
四
日
に
父
持
之
の
忌
に

あ
わ
せ
て
勧
進
、
奉
納
し
た
『
細
川
持
之
十
三
回
忌
品
経
和
歌）

6
（

』 

に
は
、
正
徹
、
堯
孝
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）

十
月
十
六
日
に
細
川
道
賢
が
勧
進
し
た
『
細
川
満
元
三
十
三
回
忌
品
経
和
歌）

7
（

』 

に
は
、
勝
元
も
参
加
し
法
華
経
信
解
品
を
詠
ん
で
い
る
が
、
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こ
の
品
経
和
歌
に
も
正
徹
、
ま
た
堯
憲
（
堯
孝
は
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
に
死
去
）
が
参
加
し
て
い
る
。
正
徹
の
後
を
継
い
だ
正
広
も
、

享
徳
頃
に
勝
元
家
の
五
十
首
探
題
和
歌
で
当
座
に
詠
ん
だ
二
首
が
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
（『
松
下
集
』
六
〇
一
詞
書
）、

勝
元
邸
に
出
入
り
を
続
け
て
い
る
。
勝
元
は
享
徳
二
年
に
『
飛
鳥
井
雅
世
一
回
忌
品
経
和
歌
』
も
勧
進
し
て
お
り
、
道
賢
と
並
ん
で
当
代
歌

人
と
広
く
交
流
を
持
っ
て
い
る
。
心
敬
の
『
さ
さ
め
ご
と）

8
（

』
で
「
き
ら
き
ら
し
き
会
所
所
々
に
侍
り
し
な
り
。
公
家
に
は
、
一
条
太
閤
・
飛

鳥
井
家
・
冷
泉
両
家
、
武
家
に
は
、
京
兆
亭
・
同
典
厩
亭
・
〜
、
在
々
所
々
月
次
の
会
、
当
座
褒
貶
な
ど
と
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
会
席
、
数
を

知
ら
ず
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
勝
元
邸
、
道
賢
邸
は
都
の
歌
人
が
つ
ど
う
歌
会
の
開
催
場
所
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、勝
元
の
連
歌
の
事
蹟
を
見
る
。
ま
ず
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
は
二
句
入
集
し
て
い
る
。
さ
ら
に
例
え
ば
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）

二
月
二
十
五
日
に
は
、
自
邸
に
て
五
座
一
日
千
句
を
開
催
し
て
お
り
（『
宗
砌
連
歌
愚
句
』
二
四
一
詞
書
「
同
廿
五
日
細
川
右
京
大
夫
勝
元

の
家
の
五
座
一
日
千
句
に
」）、
こ
れ
は
北
野
天
満
宮
に
奉
納
す
る
細
川
千
句
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
既
に
文
安
年
間
か
ら）

9
（

、
寛
正
初
年

に
か
け
て
毎
年
千
句
（
細
川
千
句
）
を
北
野
天
満
宮
に
奉
納
し
、
宝
徳
二
年
以
降
毎
年
初
卯
連
歌
を
石
清
水
社
で
張
行
し
て
お
り
、
連
歌
に

も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

　

勝
元
参
加
が
現
在
判
明
す
る
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
以
外
の
連
歌
百
韻
を
以
下
列
挙
し
て
み
る
。

●
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
三
月
二
十
七
日
何
船
百
韻
「
神
松
や
」　

発
句
行
助
、
脇
勝
元
、
連
歌
師
と
し
て
専
順
、
行
助
、
賢
盛
が
参
加
、

家
臣
通
賢
、
常
安
、
頼
宣
ら
が
お
り
、
歌
人
と
し
て
正
広
、
正
般
、
そ
の
他
実
中
が
い
る
。

●
寛
正
四
年
六
月
二
十
三
日
唐
何
百
韻
「
蟬
の
は
の
」　

発
句
道
賢
、
脇
勝
元
、
連
歌
師
と
し
て
心
敬
、
行
助
、
専
順
、
紹
永
、
家
臣
と
し

て
通
賢
、
常
安
、
頼
宣
ら
が
参
加
し
て
い
る
。

●
寛
正
五
年
十
二
月
九
日
何
路
百
韻
「
一
と
せ
に
」　

発
句
勝
元
、脇
元
説
、連
歌
師
と
し
て
心
敬
、能
阿
、専
順
が
参
加
、家
臣
と
し
て
常
安
、

頼
宣
ら
が
参
加
し
て
い
る
。

●
寛
正
六
年
極
月
十
四
日
何
船
百
韻
「
鳥
ね
ぶ
る
」　

発
句
勝
元
、
連
歌
師
と
し
て
心
敬
、
賢
盛
、
専
順
、
行
助
、
宗
祇
、
臣
下
と
し
て
通
賢
、

常
安
、
頼
宣
、
具
忠
、
光
信
ら
が
参
加
し
て
い
る
。
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●
応
仁
二
年
一
月
二
十
八
日
山
何
百
韻
「
花
や
星
」　

発
句
桐
（
義
政
）、
脇
日
、
冷
泉
為
広
、
飛
鳥
井
雅
親
、
勝
元
、
連
歌
師
と
し
て
専
順
、

行
助
、
賢
盛
が
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
現
存
す
る
百
韻
か
ら
、
百
韻
の
張
行
の
た
め
に
参
加
さ
せ
る
連
歌
師
は
判
明
し
て
い
る
限
り
、
専
順
、
行
助
、
賢
盛
、
能
阿
、

心
敬
ら
で
あ
る
が
、
心
敬
は
、『
所
々
返
答
第
二
状）

10
（

』 

に
お
い
て
、
寛
正
六
年
春）

11
（

に
、
管
領
畠
山
政
長
、
前
管
領
細
川
勝
元
の
両
者
が
同
じ

日
に
催
し
た
花
見
の
会
の
連
歌
で
、
両
方
の
発
句
を
詠
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
寛
正
五
年
九
月
以
前）

12
（

に
、
管
領
勝
元
が
自
邸
で
連
歌
合
の
会
を

は
じ
め
た
こ
と
、
そ
こ
に
は
勝
元
の
伯
父
道
賢
を
は
じ
め
、
都
の
名
手
が
つ
ど
っ
た
こ
と
を
言
い
、
自
ら
が
判
の
勝
ち
負
け
を
決
め
た
こ
と

を
誇
ら
し
い
こ
と
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
連
歌
合
の
会
の
開
始
時
期
以
来
、
勝
元
邸
で
の
連
歌
張
行
に
あ
た
っ
て

は
心
敬
が
宗
匠
と
し
て
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『「
撫
子
の
」
百
韻
』
で
も
、
脇
を
専
順
が
つ
と
め
て
い
る
が
、
第
三
、二
折
表
第

一
句
、
三
折
表
第
一
句
、
三
折
裏
第
一
句
、
挙
句
は
心
敬
が
詠
ん
で
お
り
、
折
の
変
わ
り
な
ど
の
重
要
な
句
を
多
く
詠
む
と
こ
ろ
か
ら
、
明

ら
か
に
宗
匠
は
心
敬
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
正
か
ら
応
仁
に
か
け
て
は
、
将
軍
足
利
義
政
主
催
の
連
歌
会
に
は
能
阿
、
行
助
、
専
順
が
招
か

れ
て
お
り
、
専
順
は
宗
砌
亡
き
後
の
都
の
連
歌
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る）

13
（

。
現
在
判
明
す
る
限
り
、
義
政
の
連
歌
会
に
は
心

敬
は
招
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
推
測
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
都
の
連
歌
師
の
序
列
と
し
て
は
専
順
が
上
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
将
軍

の
連
歌
会
に
は
出
座
し
て
い
な
く
て
も
、
細
川
家
関
係
の
連
歌
の
取
り
仕
切
り
は
、
専
順
よ
り
も
心
敬
が
手
が
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）

14
（

か

ら
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
で
は
、
心
敬
が
同
座
す
る
専
順
に
配
慮
し
つ
つ
座
を
進
行
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
心
敬
は
、
寛
正
三
年
か
ら
四
年
五
月
に
か
け
て
は
紀
州
に
赴
き
、
ま
た
応
仁
元
年
に
都
を
離
れ
東
国
に
渡
っ
て
い
る
。
応
仁
二

年
（
一
四
六
八
）
五
月
下
旬
成
立
の
『
専
順
百
句
付
』（
京
大
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
本
）
は
、「
藤
京
兆
」
が
専
順
に
「
後
学
の
用

心
な
と
に
も
」
と
所
望
し
た
と
述
べ
る
奥
書
が
あ
る）

15
（

が
、
こ
の
「
藤
京
兆
」
は
「
藤
」
が
不
審
と
さ
れ
つ
つ
も
勝
元
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

る）
16
（

。「
藤
」
を
誤
写
と
見
な
し
て
「
藤
京
兆
」
を
勝
元
と
考
え
る
な
ら
ば
、
応
仁
二
年
は
心
敬
が
京
都
を
離
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

心
敬
で
な
く
専
順
に
所
望
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
に
参
加
し
た
細
川
廷
臣
そ
の
他
の
連
衆
は
ど
の
よ
う
な
事
蹟
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
主
だ
っ
た
者
に
つ
き
、



29

わ
か
る
範
囲
で
述
べ
て
お
く）

17
（

。

　

第
四
句
を
詠
ん
だ
実
中
は
、
摂
津
国
高
槻
の
臨
済
宗
景
瑞
庵
の
住
侍
で
あ
る
。
先
に
見
た
『
寛
正
四
年
三
月
二
十
七
日
何
船
百
韻
』
に
参

加
し
、『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
を
自
坊
に
て
開
催
し
て
い
る
。
第
五
句
を
詠
ん
だ
通
賢
は
、
越
智
氏
で
、『
細
川
満
元
三
十
三

回
忌
品
経
和
歌
』に
参
加
し
て
い
る
。
第
九
句
を
詠
む
盛
長
は『
熊
野
千
句
』を
張
行
し
た
安
冨
民
部
丞
盛
長
で
あ
り
、文
安
句
年（
一
四
四
九
）

ま
で
に
十
万
句
連
歌
を
詠
み
北
野
天
満
宮
に
奉
納
し
て
い
る）

18
（

。
そ
の
他
の
連
衆
で
は
、
常
安
は
、
大
館
氏
で
、『
細
川
持
之
十
三
回
忌
品
経

和
歌
』『
細
川
満
元
三
十
三
回
忌
品
経
和
歌
』
両
作
品
を
詠
ん
で
い
る
。
頼
宣
は
明
智
頼
宣
。
実
中
以
外
の
連
衆
は
『
熊
野
千
句
』
の
連
衆

で
も
あ
っ
た
。

百
韻
の
様
相

　
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
の
各
連
衆
の
句
数
を
検
討
す
る
。
こ
の
百
韻
は
唯
一
伝
本
で
、
破
損
箇
所
も
あ
る
た
め
、
伝
本
間
、
ま
た
句
上
と
百

韻
本
文
間
の
つ
き
あ
わ
せ
が
不
可
能
で
、
百
韻
内
で
の
句
数
と
の
整
合
性
を
完
全
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
句
上
に
従
え
ば
、

勝
元
十
二　
　

元
説
七　
　

光
長
一

専
順
十
一　
　

宗
祇
十

心
敬
十
三　
　

盛
長
八

実
中
六　
　
　

常
安
六

通
賢
七　
　
　

頼
宣
六

行
助
十
一　
　

宗
怡
二

で
あ
る
。
光
長
は
執
筆
ゆ
え
一
句
の
み
の
詠
出
で
、
そ
の
他
の
連
衆
は
、
例
え
ば
発
句
の
み
勝
元
の
句
を
い
た
だ
く
と
い
っ
た
形
で
は
な
く
、

全
員
通
し
て
百
韻
に
参
加
し
て
い
た
。
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主
た
る
連
歌
師
の
句
数
は
心
敬
十
三
、
専
順
十
一
、
行
助
十
一
、
宗
祇
十
で
あ
っ
た
。
句
数
は
張
行
時
点
の
連
歌
師
の
序
列
を
示
す
も
の

で
あ
る
が
、
心
敬
と
専
順
、
行
助
が
ほ
ぼ
同
一
の
句
数
で
あ
り
、
宗
祇
が
少
し
減
る
。
比
較
の
た
め
、
以
上
四
人
が
『
熊
野
千
句
』
の
各
百

韻
の
連
衆
と
な
っ
た
際
の
句
数
を
見
る）

19
（

。
目
安
と
し
て
勝
元
の
句
数
を
括
弧
内
に
示
す
。

第
一
百
韻　

心
敬
十
一　

行
助
十　
　

専
順
十　
　

宗
祇
七　
（
勝
元
十
）

第
二
百
韻　

心
敬
十
一　

行
助
十
一　

専
順
十　
　

宗
祇
七　
（
勝
元
十
）

第
三
百
韻　

心
敬
十　
　

行
助
十　
　

専
順
十　
　

宗
祇
七　
（
勝
元
九
）

第
四
百
韻　

心
敬
十
一　

行
助
八　
　

専
順
十
一　

宗
祇
八　
（
勝
元
八
）

第
五
百
韻　

心
敬
十　
　

行
助
九　
　

専
順
十　
　

宗
祇
八　
（
勝
元
八
）

第
六
百
韻　

心
敬
十
二　

行
助
九　
　

専
順
十
二　

宗
祇
七　
（
勝
元
九
）

第
七
百
韻　

心
敬
十
一　

行
助
八　
　

専
順
十　
　

宗
祇
七　
（
勝
元
九
）

第
八
百
韻　

心
敬
十
二　

行
助
十　
　

専
順
十
二　

宗
祇
八　
（
勝
元
七
）

第
九
百
韻　

心
敬
十
一　

行
助
八　
　

専
順
十
二　

宗
祇
八　
（
勝
元
十
一
）

第
十
百
韻　

心
敬
十
一　

行
助
十　
　

専
順
九　
　

宗
祇
八　
（
勝
元
九
）

『
熊
野
千
句
』
で
は
、第
九
百
韻
の
み
、専
順
が
心
敬
の
句
数
を
上
回
り
、第
一
、第
二
、第
七
、第
十
百
韻
で
心
敬
の
句
数
が
専
順
を
上
回
る
。

そ
の
他
は
両
者
同
数
で
あ
る
。
行
助
が
少
し
下
回
り
、
宗
祇
が
さ
ら
に
減
る
と
い
う
傾
向
は
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
心
敬
と
専
順
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
百
韻
内
で
の
力
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
の
句
が
、
百
韻
の
内
で
、
発

句
、
脇
句
、
挙
句
、
ま
た
折
の
変
わ
り
目
と
い
っ
た
重
要
な
位
置
に
あ
る
か
ど
う
か
を
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
と
『
熊
野
千
句
』
と
で
比
較

し
て
見
る
。

　
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
式
目
表
参
照
）。

（
発
句
勝
元
）
心
敬
…
二
折
表
第
一
句
、
三
折
表
第
一
句
、
三
折
裏
第
一
句
、
挙
句
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専
順
…
脇

専
順
は
、
脇
を
詠
ん
だ
後
は
、
心
敬
が
各
折
の
変
わ
り
目
と
い
う
特
別
な
位
置
の
句
を
多
く
担
当
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
例
え
ば
二
折
表

第
二
句
、
三
折
裏
第
二
句
な
ど
を
詠
み
、
む
し
ろ
心
敬
の
句
を
展
開
さ
せ
る
役
割
を
に
な
う
。
こ
の
百
韻
で
は
、
専
順
よ
り
も
安
富
盛
長
が

初
折
裏
第
十
四
句
（
初
折
裏
末
尾
）、
名
残
折
表
第
一
句
を
詠
む
の
が
目
に
つ
き
、
連
衆
の
中
で
は
、
優
れ
た
力
量
を
持
つ
作
者
と
し
て
自

己
主
張
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
熊
野
千
句
』
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

第
一
百
韻
（
発
句
勝
元
） 
心
敬
…
第
三
、
二
折
裏
第
一
句
、三
折
表
第
一
句
、名
残
折
表
第
一
句
、名
残
折
表
第
十
四
句
（
名
残
折
表
末
尾
）

 
専
順
…
挙
句

第
二
百
韻
（
発
句
道
賢
） 

心
敬
…
二
折
表
第
十
四
句
（
二
折
表
末
尾
）、
名
残
折
表
第
十
四
句
（
名
残
折
表
末
尾
）

 

専
順
…
二
折
表
第
一
句
、
二
折
裏
第
十
四
句
（
二
折
裏
末
尾
）、
三
折
裏
第
一
句

第
三
百
韻
（
発
句
盛
長
） 

心
敬
…
第
九
十
九
句

 

（
興
行
者
盛
長
が
発
句
、
二
折
表
第
一
句
、
三
折
表
第
一
句
を
詠
む
）

第
四
百
韻
（
発
句
頼
暹
） 

心
敬
…
二
折
表
第
十
四
句
（
二
折
表
末
尾
）、
名
残
折
裏
第
一
句

 

専
順
…
名
残
折
表
第
十
四
句
（
名
残
折
表
末
尾
）

第
五
百
韻
（
発
句
賢
秀
） 

心
敬
…
名
残
折
表
第
一
句

 

専
順
…
第
三
、二
折
表
第
十
四
句
（
二
折
表
末
尾
）、
第
九
十
九
句

第
六
百
韻
（
発
句
元
綱
） 

心
敬
…
初
折
裏
第
十
四
句
（
初
折
裏
末
尾
）、
三
折
表
第
十
四
句
（
三
折
表
末
尾
）、
名
残
折
表
第
十
四
句
（
名

残
折
表
末
尾
）、
挙
句

 

専
順
…
二
折
表
第
十
四
句
（
二
折
表
末
尾
）、
名
残
折
表
第
一
句
、
第
九
十
九
句

第
七
百
韻
（
発
句
行
助
） 

心
敬
…
二
折
裏
第
十
四
句
（
二
折
裏
末
尾
）、
名
残
折
裏
第
一
句
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専
順
…
二
折
表
第
一
句
、
三
折
裏
第
一
句

第
八
百
韻
（
発
句
通
賢
） 

心
敬
…
脇
、
初
折
裏
第
十
四
句
（
末
尾
）、
三
折
裏
第
一
句
、
名
残
折
裏
第
一
句

　

 

専
順
…
二
折
表
第
一
句

第
九
百
韻
（
発
句
専
順
） 

心
敬
…
初
折
表
第
八
句
（
初
折
表
末
尾
）

　
　
　
　
　

 

専
順
…
発
句
、
二
折
表
第
一
句
、
二
折
裏
第
十
四
句
（
二
折
裏
末
尾
）、
名
残
折
表
第
一
句

第
十
百
韻
（
発
句
心
敬
） 

心
敬
…
発
句
、
二
折
裏
第
一
句
、
挙
句

　
　
　
　
　

 
専
順
…
二
折
表
第
一
句
、
名
残
折
表
第
一
句

心
敬
、
専
順
は
、
第
九
、
第
十
百
韻
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
が
発
句
を
詠
ん
で
主
導
し
て
い
く
百
韻
の
場
合
に
は
、
互
い
に
相
手
を
立
て
て

地
味
に
句
を
詠
む
こ
と
に
徹
し
つ
つ
、
必
要
な
際
に
は
他
者
の
助
け
に
入
り
百
韻
の
流
れ
を
円
滑
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
千
句

全
体
を
通
し
て
両
者
共
に
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
心
敬
が
多
く
重
要
な
位
置
の
句
を
詠
ん
で
百
韻
の
流
れ
を
進
め
て
お
り
、
と
り
わ

け
第
一
百
韻
の
勝
元
発
句
の
一
座
を
強
く
支
え
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
百
韻
で
発
句
、
挙
句
を
詠
み
千
句
を
閉
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ

の
千
句
で
は
心
敬
が
宗
匠
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
確
認
で
き
る
。
専
順
は
重
要
な
連
歌
師
と
し
て
立
て
ら
れ
つ
つ
、
少
し
軽
い

立
場
で
心
敬
と
共
存
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
百
韻
に
お
け
る
盛
長
の
活
躍
ぶ
り
も
、

彼
が
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
で
重
要
な
位
置
の
句
を
詠
む
こ
と
と
同
様
、連
歌
作
者
と
し
て
の
評
価
が
高
い
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
盛
長
が
『
熊

野
法
楽
千
句
』
の
興
行
主
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
・
政
治
的
な
立
場
か
ら
の
要
因
が
大
き
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
十
万
句
連
歌

を
詠
ん
だ
事
蹟
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
細
川
家
臣
の
中
で
は
連
歌
に
熱
心
で
あ
り
句
の
水
準
が
高
い
連
歌
作
者
と
い
う
評
価
を
得
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
『
熊
野
千
句
』
で
は
、
三
つ
の
百
韻
で
宗
怡
の
出
句
数
が
一
〜
二
句
と
少
な
く
な
り
、
彼
の
句
数
は
ま
だ
一
定
し
な
い
。
だ
が
、
こ

う
し
た
こ
と
も
含
め
、
概
観
し
た
時
に
、『
熊
野
千
句
』
と
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
と
は
、
連
歌
師
の
立
ち
位
置
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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な
お
、
こ
の
宗
怡
の
句
数
に
関
し
て
は
、『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻）

20
（

』、『
寛
正
七
年
二
月
四
日
何
人
百
韻）

21
（

』 

で
は
、『「
撫
子
の
」

百
韻
』
よ
り
も
い
ず
れ
も
出
句
数
が
増
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、連
衆
数
が
十
名
の
『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
で
の
出
句
数
は
、

心
敬
十
六
、
専
順
十
六
、
行
助
十
三
、
宗
祇
十
二
、
実
中
十
、
元

九
、
大
况
八
、
幸
綱
八
、
宗
怡
七
、
公
範
一
で
あ
る
。
ま
た
、
連
衆
数

が
十
八
名
の
『
寛
正
七
年
二
月
四
日
何
人
百
韻
』
で
の
出
句
数
は
、
心
敬
十
一
、
行
助
十
一
、
専
順
十
、
英
仲
四
、
元
用
六
、
弘
仲
三
、
宗

祇
六
、
量
阿
七
、
清
林
四
、
宗
怡
七
、
紹
永
六
、
士
沅
六
、
能
通
三
、
慶
俊
六
、
政
泰
二
、
与
阿
五
、
弘
真
三
、
常
広
一
で
あ
っ
た
。
心
敬
、

専
順
、
行
助
、
宗
祇
の
句
数
の
相
互
関
係
は
変
ら
な
い
が
、
宗
怡
の
み
が
増
加
し
て
い
る
。
宗
怡
は
伝
未
詳
で
あ
り
、
出
句
し
て
い
る
百
韻

の
現
存
数
も
わ
ず
か
で
比
較
し
に
く
い
が
、
こ
こ
は
年
と
共
に
句
数
が
増
え
た
も
の
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
は
、

先
学
の
推
定
通
り
寛
正
六
年
頃
の
張
行
の
可
能
性
が
最
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
寛
正
年
間
で
も
五
年
頃
ま
で
の
百
韻
と
い
う
可
能
性
も

出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

一
巡
出
句
の
特
徴

　

そ
れ
で
は
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
幾
つ
か
の
特
徴
を
考
え
る
。
十
三
名
の
連
衆
は
ま
ず
一
巡
で
句
を
出
し
合
っ
て
い
く

が
、
こ
の
一
巡
の
句
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

詳
細
は
「『「
撫
子
の
」
百
韻
』
訳
注
」
で
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
句
の
流
れ
の
創
出
に
着
目
し
て
考
え
た
い
。
一
巡
の
句
の
部
立
と

出
句
者
名
は
次
の
よ
う
に
な
る
（
執
筆
光
長
は
⑲
番
目
に
一
句
出
し
て
い
る
）。

①
夏
（
勝
元
）
②
夏
（
専
順
）
③
夏
（
心
敬
）
④
秋
（
月
）（
実
中
）
⑤
秋
・
羈
旅
（
通
賢
）
⑥
秋
・
羈
旅
（
行
助
）
⑦
秋
・
羈
旅
（
元
説
）

⑧
秋
（
宗
祇
）
⑨
冬
（
盛
長
）
⑩
恋
（
常
安
）
⑪
恋
・
秋
（
宗
怡
）
⑫
雑
（
頼
宣
）

発
句
の
季
節
は
夏
で
あ
り
、
脇
は
発
句
を
受
け
、
第
三
か
ら
変
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
く
が
、
第
三
ま
で
は
季
節
を
変
え
て
い
な
い
。
第
四
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句
か
ら
は
秋
の
景
物
と
さ
れ
る
「
月
」
を
詠
み
入
れ
る
こ
と
で
秋
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
八
句
ま
で
秋
が
連
続
し
て
い
る
（
秋
は
最

大
五
句
ま
で
連
続
で
き
る
）。
第
九
句
は
冬
、
第
十
句
は
恋
、
第
十
一
句
は
恋
（
秋
の
句
意
も
あ
る
）、
第
十
二
句
は
雑
で
あ
っ
た
（
式
目
表

参
照
）。

　

こ
の
句
の
進
行
を
主
た
る
連
衆
が
重
な
る
『
熊
野
千
句
』
の
各
百
韻
と
比
較
し
て
み
よ
う
。『
熊
野
千
句
』
は
連
衆
が
『「
撫
子
の
」
百
韻
』

よ
り
多
い
が
、
ま
ず
発
句
か
ら
第
十
二
句
ま
で
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
百
韻

①
春
（
勝
元
）
②
春
（
盛
長
）
③
春
（
心
敬
）
④
春
（
道
賢
）
⑤
春
（
行
助
）
⑥
羈
旅
（
頼
暹
）
⑦
秋
・
羈
旅
（
賢
秀
）
⑧
秋
（
専
順
）
⑨

秋
（
常
安
）
⑩
秋
（
通
賢
）
⑪
秋
（
元
説
）
⑫
雑
（
宗
祇
）

第
二
百
韻

①
春
（
道
賢
）
②
春
（
元
綱
）
③
春
（
勝
元
）
④
春
（
盛
長
）
⑤
春
（
心
敬
）
⑥
秋
（
月
）（
専
順
）
⑦
秋
（
行
助
）
⑧
秋
（
宗
祇
）
⑨
秋
（
頼

暹
）
⑩
秋
（
通
賢
）
⑪
雑
（
宗
怡
）
⑫
雑
（
常
安
）

第
三
百
韻

①
春
（
盛
長
）
②
春
（
道
賢
）
③
春
（
賢
秀
）
④
春
（
勝
元
）
⑤
秋
（
月
）（
専
順
）
⑥
秋
（
心
敬
）
⑦
秋
（
常
安
）
⑧
秋
（
行
助
）
⑨
秋
（
宗

祇
）
⑩
冬
（
元
綱
）
⑪
冬
（
通
賢
）
⑫
冬
（
宗
怡
）

第
四
百
韻

①
春
（
頼
暹
）
②
春
（
元
次
）
③
春
（
行
助
）
④
雑
（
心
敬
）
⑤
雑
（
勝
元
）
⑥
秋
（
月
）（
道
賢
）
⑦
秋
（
宗
祇
）
⑧
秋
（
通
賢
）
⑨
雑
（
盛

長
）
⑩
夏
（
宗
怡
）
⑪
夏
（
常
安
）
⑫
恋
（
賢
秀
）

第
五
百
韻

①
春
（
賢
秀
）
②
春
（
元
説
）
③
冬
（
専
順
）
④
秋
（
月
）（
宗
祇
）
⑤
冬
（
道
賢
）
⑥
冬
（
行
助
）
⑦
雑
（
勝
元
）
⑧
雑
（
盛
長
）
⑨
秋
（
心

敬
）
⑩
秋
（
常
安
）
⑪
秋
（
宗
怡
）
⑫
雑
（
幸
綱
）
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第
六
百
韻

①
春
（
元
綱
）
②
春
（
通
賢
）
③
夏
（
宗
祇
）
④
秋
（
月
）（
専
順
）
⑤
秋
（
道
賢
）
⑥
秋
（
勝
元
）
⑦
秋
（
盛
長
）
⑧
羈
旅
（
行
助
）
⑨
羈
旅
（
元

説
）
⑩
恋
（
心
敬
）
⑪
恋
（
賢
秀
）
⑫
雑
（
勝
元
）

第
七
百
韻

①
春
（
行
助
）
②
春
（
常
安
）
③
春
（
宗
怡
）
④
冬
（
通
賢
）
⑤
冬
（
盛
長
）
⑥
冬
（
元
説
）
⑦
雑
（
心
敬
）
⑧
羈
旅
（
専
順
）
⑨
羈
旅
（
勝

元
）
⑩
雑
（
頼
宣
）
⑪
雑
（
通
賢
）
⑫
秋
（
元
説
）

第
八
百
韻

①
春
（
通
賢
）
②
春
（
心
敬
）
③
春
（
盛
長
）
④
春
（
行
助
）
⑤
春
（
宗
祇
）
⑥
秋
（
宗
怡
）
⑦
秋
（
月
）・
羈
旅
（
頼
暹
）
⑧
秋
・
羈
旅
（
常

安
）
⑨
秋
（
盛
長
）
⑩
雑
（
勝
元
）
⑪
冬
（
専
順
）
⑫
冬
（
賢
秀
）

第
九
百
韻

①
春
（
専
順
）
②
春
（
頼
宣
）
③
春
（
幸
綱
）
④
羈
旅
（
元
説
）
⑤
秋
（
賢
秀
）
⑥
秋
（
宗
祇
）
⑦
秋
（
月
）（
常
安
）
⑧
夏
（
心
敬
）
⑨
夏
（
道

賢
）
⑩
雑
（
宗
怡
）
⑪
春
（
元
綱
）
⑫
春
（
行
助
）

第
十
百
韻

①
春
（
心
敬
）
②
春
（
勝
元
）
③
春
（
盛
長
）
④
秋
（
月
）・
羈
旅
（
道
賢
）
⑤
秋
（
通
賢
）
⑥
秋
（
宗
祇
）
⑦
秋
（
専
順
）
⑧
秋
（
宗
怡
）

⑨
冬
（
賢
秀
）
⑩
冬
（
幸
綱
）
⑪
冬
（
行
助
）
⑫
雑
（
元
綱
）

　
『
熊
野
千
句
』
の
各
百
韻
の
句
の
進
行
を
見
る
と
、
発
句
の
季
節
は
す
べ
て
春
で
あ
る
が
、
そ
の
春
の
句
が
ほ
ぼ
三
句
目
も
し
く
は
五
句

ま
で
続
き
、
情
景
に
詠
み
こ
み
や
す
い
「
月
」
を
用
い
て
「
秋
」
に
句
を
移
し
、
そ
こ
か
ら
季
を
表
わ
す
語
句
の
な
い
「
雑
」「
羈
旅
」
へ
、

ま
た
は
そ
の
他
の
季
節
へ
と
い
う
大
き
な
傾
向
が
読
み
取
れ
よ
う
。
第
二
、
第
三
、
第
八
、
第
十
百
韻
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
第

二
百
韻
は
、
春
が
第
五
句
ま
で
、
秋
が
第
六
句
か
ら
五
句
続
い
た
後
、
雑
の
句
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
第
三
百
韻
は
発
句
か
ら
春
が
四
句
続

い
た
と
こ
ろ
で
、
専
順
が
「
月
」
を
入
れ
る
こ
と
で
第
五
句
を
秋
に
変
え
、
秋
が
五
句
続
く
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
第
八
百
韻
も
春
が
五
句
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続
き
、
秋
へ
と
展
開
し
、
第
十
百
韻
も
、
春
が
三
句
続
い
た
後
に
、「
月
」
を
詠
む
秋
（
羈
旅
の
意
も
同
時
に
含
む
）
の
句
が
出
さ
れ
、
秋

が
五
句
続
い
た
後
に
冬
へ
と
至
る
。

　

春
か
ら
秋
と
い
う
定
番
の
進
行
を
な
さ
ず
、
句
の
進
行
が
変
化
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
第
四
百
韻
で
は
、
冒
頭
か
ら
春
が
三
句

続
い
た
と
こ
ろ
で
、
連
歌
師
（
心
敬
）
が
雑
の
句
と
す
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
自
分
が
春
を
続
け
て
し
ま
う
と
、
次
の
句
（
勝
元
）
で
は
春

か
ら
別
の
部
立
の
句
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
れ
る
よ
う
な
句
は
詠
め
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
春
が
五
句
続
く
の
は
実
は
好
ま
し
く
な
い
と
心
敬
自

身
は
考
え
て
い
た）

22
（

こ
と
か
ら
の
リ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。
第
五
百
韻
で
は
、脇
句
が
冬
に
近
い
初
春
の
情
景
を
詠
む
句
で
あ
っ
た
た
め
、第
三
（
専

順
）
で
季
節
を
冬
に
戻
し
、
更
に
第
四
句
（
宗
祇
）
で
秋
へ
と
い
わ
ば
逆
回
り
の
形
で
季
節
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
た
が
、
連
衆
は
つ
い
て

ゆ
け
ず
、第
五
句
は
冬
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
六
百
韻
で
も
、脇
句
が
夏
の
語
句
を
も
詠
み
こ
む
春
の
句
で
あ
っ
た
の
で
、第
三
（
宗

祇
）
は
夏
の
句
に
し
、
続
く
第
四
句
（
専
順
）
は
秋
に
す
す
め
、
第
五
句
（
道
賢
）、
第
六
句
（
勝
元
）、
第
七
句
（
盛
長
）
と
秋
句
で
す
す

め
さ
せ
、
通
常
の
句
の
進
行
に
戻
し
て
い
る
。
第
七
百
韻
は
、
春
の
句
三
句
の
後
、
冬
に
季
節
を
戻
し
た
句
が
出
、
そ
れ
に
よ
っ
て
三
句
冬

が
続
き
、
七
句
目
に
心
敬
が
雑
に
な
し
て
羈
旅
、
雑
と
進
ん
で
行
く
。
こ
の
百
韻
は
一
句
の
み
の
出
句
者
が
多
く
、
そ
の
た
め
千
句
の
中
で

も
連
衆
が
多
い
百
韻
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
最
も
進
行
が
乱
れ
た
百
韻
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
で
も
、
発
句
の
季
節
「
夏
」
が
第
三
句
ま
で
続
き
、「
月
」
を
用
い
た
第
四
句
で
「
秋
」
の
句
と
な
っ
て
い
た
。
発

句
の
季
節
が
春
秋
の
場
合
（
最
大
五
句
ま
で
続
け
ら
れ
る
）
と
、夏
冬
の
場
合
（
最
大
三
句
ま
で
続
け
ら
れ
る
）
と
で
は
季
の
連
続
数
が
違
っ

て
く
る
が
、
連
続
の
途
切
れ
る
所
か
ら
秋
の
句
に
と
い
う
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
進
行
手
順
で
あ
り
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
は
そ
れ
を
踏

襲
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
の
十
二
句
ま
で
の
進
行
の
う
ち
、
第
四
句
と
第
五
句

　
　

四　
　

岩
間
の
月
に
か
か
る
白
波　
　
　
　

実
中

　
　

五　

露
払
ふ
風
に
夢
な
き
旅
枕　
　
　
　
　

通
賢

は
、
付
合
に
関
係
が
見
い
だ
し
に
く
い
。
水
辺
の
情
景
の
句
に
、
旅
の
印
象
が
強
く
か
ろ
う
じ
て
「
露
」
で
秋
を
保
っ
て
い
る
句
が
付
け
ら



37

れ
て
お
り
、
前
句
の
水
辺
の
情
景
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
前
句
に
付
け
る
だ
け
な
ら
ば
、
秋
の
二
句
目
で
あ
る
か
ら
、
羈
旅
の
イ
メ
ー
ジ

の
語
句
は
必
要
な
い
。
こ
こ
は
あ
ら
か
じ
め
羈
旅
の
句
を
予
定
し
て
作
っ
て
あ
っ
た
た
め
に
そ
の
句
の
原
形
が
「
旅
」
に
残
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
第
六
句
と
第
七
句
の
付
合

　
　

六　
　

床
も
定
め
ぬ
秋
の
か
り
ふ
し　
　
　

行
助

　
　

七　

衣
う
つ
か
た
を
里
か
と
分
る
野
に　
　

元
説

で
は
、行
助
の
句
は
、羈
旅
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
持
つ
前
句
に
ス
ム
ー
ズ
に
続
け
る
た
め
に
羈
旅
を
意
味
す
る
語
句
を
入
れ
、か
つ
秋
の
イ
メ
ー

ジ
を
強
め
る
た
め「「
秋
の
」と
あ
え
て
詠
み
込
ん
だ
感
が
あ
る
。練
達
の
連
歌
師
で
あ
る
か
ら
、そ
の
場
で
の
句
作
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
り
、

通
賢
の
句
か
ら
付
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
秋
の
三
句
目
で
あ
る
か
ら
、
次
か
ら
は
別
の
部
立
に
移
っ
て
も
よ
く
、
雑
か
秋
か
ま
た
別
か

等
の
複
数
の
選
択
肢
を
次
の
句
に
与
え
て
も
い
る
が
、
次
の
元
説
の
句
は
秋
と
羈
旅
の
意
を
含
ん
だ
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

百
韻
を
張
行
す
る
場
合
、
百
韻
の
一
巡
の
順
番
は
、
連
衆
の
身
分
な
ど
か
ら
張
行
前
に
定
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
当
然
な
が
ら
各
人

は
自
ら
が
何
番
目
に
出
詠
す
る
か
わ
か
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
自
分
の
番
が
く
れ
ば
必
ず
句
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
発
句
は
勿
論
の
こ
と
、
他
の
句
を
出
句
す
る
場
合
も
腹
案
を
持
っ
て
そ
の
場
に
臨
む
で
あ
ろ
う
。
自
在
に
そ
の
場
で
句
を
作
る
事
が

で
き
る
連
歌
師
ほ
ど
の
技
量
を
持
た
な
い
細
川
家
の
臣
下
ら
は
、
長
句
短
句
の
別
も
あ
り
、
な
お
さ
ら
自
分
の
句
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
っ

て
場
に
の
ぞ
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
特
に
初
折
表
ま
で
の
八
句
は
、
発
句
の
季
が
ほ
ぼ
第
三
句
ま
で
続
き
、
そ
の
次
に
別
の

季
（『
熊
野
千
句
』
の
例
を
見
れ
ば
秋
の
可
能
性
が
高
い
）
が
五
句
ま
で
続
く
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
八
句
目
ま
で
か
そ
れ
以
降
に
は
羈

旅
の
句
も
来
る
と
い
う
経
験
則
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
句
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
第
五
句
や
第
七
句
の

付
合
の
不
整
合
は
説
明
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、前
句
に
き
ち
ん
と
付
け
て
作
っ
た
の
で
は
な
く
、前
々
か
ら
作
っ
て
い
た
自
分
の
句
を
（
そ

の
場
で
多
少
の
手
直
し
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
）
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
前
句
と
の
つ
な
が
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
い
印
象

を
与
え
る
の
で
あ
る
。
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『
熊
野
千
句
』
に
お
い
て
は
、
連
衆
の
人
数
が
十
の
百
韻
で
一
定
し
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
の
百
韻
で
の
各
人
の
出
句
の
順
番
が
き
ち
ん
と

決
ま
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
宗
匠
の
心
敬
は
、
一
巡
の
中
で
ど
こ
に
句
を
詠
む
か
と
い
う
こ
と
を
見
た
場
合
、

発
句
か
ら
第
十
句
ま
で
を
ラ
ン
ダ
ム
に
十
の
百
韻
で
担
当
し
出
句
し
て
い
る）

23
（

。
勝
元
も
、
発
句
か
ら
第
十
句
ま
で
を
担
当
す
る
予
定
で
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
第
九
百
韻
に
至
り
、
ま
だ
担
当
し
て
い
な
い
句
が
第
八
句
で
心
敬
の
未
担
当
句
と
か
ち
あ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
心
敬
に
第

八
句
を
ゆ
ず
り
、
第
十
三
句
を
担
当
し
て
い
る
。
第
十
百
韻
で
の
心
敬
発
句
、
勝
元
脇
は
動
か
せ
な
か
っ
た
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
か
ち
あ
い
が
な
け
れ
ば
、
勝
元
も
発
句
か
ら
第
十
句
ま
で
を
十
の
百
韻
で
ラ
ン
ダ
ム
に
担
当
で
き
た
。
こ
う
し
た
各
人
の
一
巡

で
の
出
句
順
の
変
更
が
『
熊
野
千
句
』
に
は
あ
り
、
勝
元
の
例
か
ら
、
順
に
百
韻
を
こ
な
し
て
い
く
途
中
で
出
句
順
を
決
め
て
い
っ
た
と
お

ぼ
し
い
た
め
、
連
衆
各
人
は
自
分
の
出
句
順
を
十
回
分
、
把
握
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
句
を
作
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

　

た
だ
、
第
一
百
韻
で
は
、
発
句
を
勝
元
が
、
脇
を
興
行
主
の
盛
長
が
、
第
三
を
連
歌
を
指
導
す
る
心
敬
が
詠
む
。
こ
の
百
韻
は
第
一
百
韻

ゆ
え
に
連
衆
の
並
び
順
は
当
然
張
行
前
に
わ
か
っ
て
お
り
、
連
衆
た
ち
も
、
各
自
句
を
用
意
し
て
き
て
い
る
確
率
が
最
も
高
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
百
韻
を
見
る
と
、
春
が
発
句
か
ら
第
五
句
ま
で
続
い
た
の
ち
、
い
っ
た
ん
羈
旅
の
句
が
付
け
ら
れ
、
次
い
で
秋
の
句
（
第

七
句
）
と
な
る
。
こ
の
第
七
句
か
ら
五
句
秋
が
続
い
た
後
、
宗
祇
に
よ
っ
て
雑
の
句
が
つ
け
ら
れ
句
境
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
第

五
句
、
第
六
句
、
第
七
句
の
付
合
は
、

　
　

五　

寒
か
ら
ぬ
風
に
や
雪
も
消
ぬ
ら
ん　
　
　
　

行
助

　
　

六　
　

た
く
火
に
旅
の
や
ど
り
と
ふ
暮
れ　
　
　

頼
暹

　
　

七　

分
る
野
の
草
は（
の
）む
ら
む
ら
紅
葉
し
て　

賢
秀

で
あ
り
、
第
五
句
ま
で
続
い
た
春
に
第
六
句
で
羈
旅
が
付
け
ら
れ
、
第
七
句
で
は
羈
旅
の
意
を
持
ち
つ
つ
秋
の
意
も
加
え
て
句
を
付
け
て
い

る
。
続
く
第
八
句
で
専
順
が
「
梢
に
遠
く
か
か
る
秋
の
日
」
と
秋
の
句
に
意
を
限
定
し
て
続
け
た
た
め
、
以
後
は
秋
と
な
る
。
こ
の
時
、
第

六
句
に
「
旅
」、
第
八
句
に
「
秋
」
と
は
っ
き
り
と
部
立
て
を
決
定
す
る
語
句
が
入
る
の
は
、
句
の
変
化
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、

こ
れ
も
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
き
た
句
が
前
句
に
あ
わ
な
く
な
る
の
を
防
ぎ
、
目
立
た
せ
な
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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『
熊
野
千
句
』
第
一
百
韻
の
よ
う
な
、
発
句
の
季
か
ら
羈
旅
へ
、
そ
し
て
羈
旅
・
秋
の
部
立
に
共
通
す
る
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
句
を

変
化
さ
せ
て
い
く
の
が
容
易
な
秋
へ
と
、
句
の
移
り
を
進
め
て
行
く
や
り
方
も
あ
り
、
発
句
の
季
の
連
続
が
短
い
場
合
に
は
そ
の
形
が
取
ら

れ
や
す
い
。『「
撫
子
の
」
百
韻
』
の
発
句
は
夏
で
、
三
句
ま
で
し
か
連
続
さ
せ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
か
ら
第
五
句
作
者
の
通
賢
は
羈
旅
へ
の
変

化
を
予
測
し
て
句
作
を
し
て
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
く
は
、秋
に
変
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
も
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『「
撫

子
の
」
百
韻
』
の
第
七
句
に
も
『
熊
野
千
句
』
第
一
百
韻
の
第
七
句
に
も
「
わ
く
る
野
」
と
い
う
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
句
の
順

番
で
展
開
が
或
る
程
度
予
想
さ
れ
て
お
り
、
第
七
句
の
位
置
な
ら
ば
こ
の
形
と
い
っ
た
一
つ
の
句
形
が
、
各
人
に
共
有
さ
れ
て
い
て
、
用
意

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
き
た
句
を
百
韻
の
中
で
詠
み
い
れ
て
い
く
た
め
に
、
前
句
と
の
つ
な
が
り
が
不
整
合
に
な
る
の
は
、『「
撫
子
の
」
百

韻
』
場
合
、
次
の
付
合
で
も
看
取
で
き
る
。

　
　

一
八　
　

露
も
ひ
が
た
き
庭
の
村
草　
　
　
　
　

行
助

　
　

一
九　

柴
運
ぶ
山
下
道
の
か
き
く
も
り　
　
　
　

光
長

一
九
句
は
、
一
六
句
か
ら
秋
が
三
句
続
い
た
後
の
出
句
で
あ
り
、
秋
か
ら
雑
へ
と
句
境
を
変
え
て
い
る
が
、
前
句
と
の
間
に
寄
合
な
ど
の
つ

な
が
り
が
見
い
だ
し
が
た
い
。
執
筆
の
光
長
は
一
句
の
み
出
詠
で
あ
り
、
張
行
中
は
忙
し
く
、
自
句
を
詠
み
出
す
の
は
は
ば
か
ら
れ
る
立
場

で
あ
る）

24
（

か
ら
、
句
を
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
こ
の
部
分
に
あ
て
は
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
例
と
し
て
は
、
水
辺
の

句
で
は
あ
る
が
、
前
句
と
の
関
係
が
薄
く
、「
舟
」
の
出
る
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
、『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
に
お
け
る
執
筆
公

範
の
句
も
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　

九　
　

岸
高
く
涼
し
き
水
の
ふ
か
み
ど
り　
　
　

宗
怡

　
　

十　

夕
べ
の
風
に
舟
ぞ
よ
り
く
る　
　
　
　
　
　

公
範

　

な
お
、
本
来
、
執
筆
は
連
衆
の
一
巡
の
最
後
に
出
句
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
で
も
そ
の
形
を
取
っ

て
い
る
。
が
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
で
の
一
巡
の
末
尾
は
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一
二　

小
松
か
末
ぞ
草
に
ま
じ
れ
る　
　
　
　
　

頼
宣

で
あ
り
、
光
長
の
出
句
は
一
二
句
か
ら
間
に
六
句
置
い
た
初
折
裏
の
後
半
に
な
る
。
こ
れ
は
、
頼
宣
の
句
に
詞
の
上
で
も
意
味
の
上
で
も
付

か
ず
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
頼
宣
の
句
を
専
順
が
恋
に
と
り
な
し
、
恋
を
三
句
続
け
た
後
、「
秋
」
と
「
飽
き
」
の
掛
詞
か

ら
秋
句
と
し
て
三
句
続
け
、
う
ら
さ
び
し
い
風
情
を
一
八
句
に
呼
び
込
み
、
光
長
の
句
を
や
っ
と
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
か
ら
は
、
張
行
の
場
で
の
句
の
特
定
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
過
程
が
連
衆
と
連
歌
師
の

関
係
、
連
衆
の
技
能
な
ど
か
ら
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
論
は
科
研
費
基
盤
研
究
（
C
）「
中
世
歌
学
の
享
受
か
ら
見
た
心
敬
の
文
学
作
品
の
創
造
と
新
撰
菟
玖
波
文
学
圏
へ
の
影
響
に
関
す

る
研
究
」
の
成
果
で
あ
る
。

注

和
歌
の
引
用
は
断
ら
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
1
） 『「
撫
子
の
」
百
韻
』
は
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
伊
地
知
鐵
男
文
庫
蔵
『
集
連
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
集
連
』
は
、
早
稲
田
大
学
資
料
影
印
叢

書
第
三
十
五
巻
『
連
歌
集
（
一
）』（
平
成
四
年
十
二
月
・
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
に
写
真
掲
載
が
あ
り
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
、
早
稲
田
大
学
中

央
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

島
津
忠
夫
氏
は
「
連
衆
の
顔
触
れ
や
、
正
月
十
六
日
に
何
人
百
韻
を
張
行
し
て
い
る
実
中
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
」
寛
正
六
年
五
月
の
張
行
と

推
定
さ
れ
る
（『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
四
巻
心
敬
と
宗
祇
』（
平
成
一
六
・
和
泉
書
院
）
第
一
章
一
「
心
敬
年
譜
考
証
」）。

（
3
） 

金
子
金
治
郎
『
心
敬
の
生
活
と
作
品
』（
昭
和
五
七
・
桜
楓
社
）。
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（
4
） 

金
子
金
治
郎
『
心
敬
の
生
活
と
作
品
』（
昭
和
五
七
・
桜
楓
社
）。

（
5
） 『
草
根
集
』
の
引
用
は
、『
新
編
私
家
集
大
成
』
所
収
日
次
本
（
書
陵
部
蔵
御
所
本
）
に
よ
る
。

（
6
） 『
釈
教
歌
詠
全
集
第
四
巻
』（
昭
和
五
三
復
刻
版
・
東
方
出
版
）
所
収
。

（
7
） 『
釈
教
歌
詠
全
集
第
三
巻
』（
昭
和
五
三
復
刻
版
・
東
方
出
版
）
所
収
。

（
8
） 

引
用
は
『
連
歌
論
集
三
』（
昭
和
六
〇
・
三
弥
井
書
店
）
に
よ
る
。

（
9
） 『
親
当
句
集
』（『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』（
昭
和
五
〇
・
角
川
書
店
）
所
収
赤
木
文
庫
本
）「
二
月
廿
五
日
細
川
殿
の
御
千
句
に
」（
六
三
番
句
詞
書
）
と
あ
る
。

な
お
、『
細
川
千
句
』
に
つ
い
て
は
鶴
崎
裕
雄
『
戦
国
の
権
力
と
寄
合
の
文
芸
』
第
三
章
第
一
節
「「
細
川
千
句
」
と
管
領
細
川
氏
」（
昭
和
六
三
・
和
泉
書
院
）

が
あ
る
。

（
10
） 

引
用
は
『
連
歌
論
集
三
』（
昭
和
六
〇
・
三
弥
井
書
店
）
に
よ
る
。

（
11
） 『
所
々
返
答
』
は
年
次
不
記
で
あ
る
が
、
金
子
金
治
郎
『
心
敬
の
生
活
と
作
品
』（
昭
和
五
七
・
桜
楓
社
）
は
、
勝
元
か
ら
政
長
へ
管
領
移
譲
が
行
な
わ
れ

た
寛
正
五
年
九
月
の
翌
春
の
話
と
見
て
、
寛
正
六
年
春
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
従
う
。

（
12
） 『
連
歌
論
集
三
』（
昭
和
六
〇
・
三
弥
井
書
店
）
木
藤
氏
頭
注
に
よ
る
。「
管
領
勝
元
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
勝
元
が
管
領
の
職
に
あ
っ
た
寛
正

五
年
九
月
以
前
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
13
） 

木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
上
増
補
改
訂
版
』（
平
成
五
・
明
治
書
院
）
第
七
章
二
の
3
「
専
順
」
四
一
六
頁
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 

金
子
金
治
郎
氏
は
「
連
歌
界
に
お
け
る
心
敬
の
位
置
に
つ
い
て
、「
将
軍
家
な
ど
の
晴
れ
の
会
に
加
わ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
少
な
く
、
畠
山
・
細
川
の

両
管
領
家
を
め
ぐ
る
会
を
主
と
し
、
こ
れ
に
行
助
・
専
順
ら
の
地
下
連
歌
師
と
交
る
ご
と
き
が
、
主
要
な
舞
台
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」（『
心
敬
の
生
活
と

作
品
』（
昭
和
五
七
・
桜
楓
社
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
15
） 

引
用
は
『
京
都
大
学
藏
貴
重
連
歌
資
料
集
2
』（
平
成
一
五
・
臨
川
書
店
）
に
よ
る
。

（
16
） 『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
第
三
集
』（
昭
和
五
六
・
勉
誠
社
）
所
収
「
百
一
連
珠
（
専
順
宗
祇
百
句
付
）」
解
説
（
湯
之
上
早
苗
氏
）
に
は
、「
京
兆
」
な
ら
ば

細
川
勝
元
あ
た
り
が
有
力
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
源
」
姓
で
あ
る
。
〜
し
ば
ら
く
「
不
審
」
と
し
て
お
く
」
と
あ
る
。

（
17
） 

細
川
氏
の
家
臣
た
ち
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、廣
木
一
人
「
讃
州
安
富
氏
の
文
芸
―
「
熊
野
法
楽
千
句
」
の
こ
と
な
ど
―
」（『
文
化
財
協
会
報
』
特
別
号
・

平
成
十
一
・
三
）、鶴
崎
裕
雄
「
寛
正
四
年
三
月
廿
七
日
賦
何
船
連
歌
と
管
領
細
川
勝
元
」（『
中
世
文
学
』
第
五
十
号
・
平
成
十
七
）
な
ど
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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（
18
） 

宗
砌
『
北
野
会
所
連
歌
始
以
来
発
句
』（『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』（
昭
和
五
〇
・
角
川
書
店
）
の
文
安
六
年
八
月
七
日
条
（
第
三
三
句
詞
書
）。

（
19
） 『
熊
野
千
句
』
の
伝
本
は
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
五
』（
昭
和
五
九
）
所
収
静
嘉
堂
文
庫
本
に
よ
る
。

（
20
） 『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
の
伝
本
は
、
大
阪
天
満
宮
文
庫
蔵
長
松
本
に
よ
る
。

（
21
） 『
寛
正
七
年
二
月
四
日
何
人
百
韻
』
の
伝
本
は
、
大
阪
天
満
宮
文
庫
蔵
長
松
本
に
よ
る
。

（
22
） 

心
敬
の
『
私
用
抄
』
に
、

　

  
 

一
、
春
秋
を
面
に
五
句
め
ま
で
沙
汰
候
。
春
の
句
な
ど
の
五
句
め
ま
で
侍
れ
ば
、
こ
と
の
ほ
か
く
た
び
れ
た
る
句
ど
も
見
え
侍
て
、
恥
ぢ
が
ま
し
く
哉
。

春
句
は
あ
た
た
か
に
て
付
け
に
く
き
物
歟
。
三
句
目
ま
で
な
れ
ば
、
う
ら
の
季
も
は
や
く
移
り
て
あ
そ
ば
し
よ
く
侍
る
歟
。

 
 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
伊
藤
伸
江
・
奥
田
勲
「
本
能
寺
蔵
『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
六
）
付
考
察
及
び
式
目
表
」（『
愛
知
県
立
大
学
説

林
』
第
六
〇
号
・
平
成
二
四
・
三
）
で
な
し
た
。

（
23
） 

心
敬
、
勝
元
、
専
順
、
行
助
、
宗
祇
及
び
、
比
較
と
し
て
第
六
百
韻
で
発
句
を
詠
む
元
綱
の
各
百
韻
で
の
出
句
順
を
あ
げ
て
お
く
。
例
え
ば
③
は
、
第
三

句
目
に
初
め
て
出
句
し
た
こ
と
を
示
す
。
専
順
や
行
助
が
初
折
表
の
末
尾
で
あ
る
第
八
句
に
何
度
も
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
滞
る
出
句
を
助
け
る
た

め
に
句
の
流
れ
の
変
化
し
そ
う
な
部
分
で
助
け
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
千
句
で
は
全
て
の
百
韻
で
の
出
句
順
が
厳
密
に
決
ま
っ

て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
の
方
の
百
韻
に
な
る
と
発
句
か
ら
せ
い
ぜ
い
第
三
あ
た
り
ま
で
し
か
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
24
） 

例
え
ば
心
敬
の
『
私
用
抄
』
で
は
、
執
筆
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

心
敬　

　

勝
元　

　

専
順　

　

行
助　

　

宗
祇　

　

元
綱　

　

③　

⑤　

⑥　

④　

⑨　

⑩　

⑦　

②　

⑧　

①

　

①　

③　

④　

⑤　

⑦　

⑥　

⑨　

⑩　

⑬　

②

　

⑧　

⑥　

⑤　

⑲　

③　

④　

⑧　

⑪　

①　

⑦

　

⑤　

⑦　

⑧　

③　

⑥　

⑧　

①　

④　

⑫　

⑪

　

⑫　

⑧　

⑨　

⑦　

④　

③　

⑭　

⑤　

⑥　

⑥

　

⑮　

②　

⑩　

⑬　

⑲　

①　

無　

⑱　

⑪　

⑫

　

百
韻　

　

一　

二　

三　

四　

五　

六　

七　

八　

九　

十
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一 

、
執
筆　

最
大
事
の
役
に
侍
れ
ば
、
わ
が
句
を
申
、
見
に
く
く
哉
。
大
む
ね
、
二
、
三
句
計
歟
。
わ
が
句
を
申
さ
ん
と
す
る
ゆ
へ
に
、
誤
り
お
ほ
く
出

で
き
侍
る
歟
。（
後
略
）

　
　

一
、
筆
な
ど
、
初
め
よ
り
は
つ
る
ま
で
、
下
に
置
く
べ
か
ら
ず
。
外
様
の
席
な
ど
に
座
を
立
つ
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。（
後
略
）
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句番号・作者 春 夏 秋 冬 恋・
衣類

雑
（述懐） 旅名所 神祇

釈教
山類
水辺

居所
人倫

動物
植物

光物
時分

聳物
降物 花月

1勝元 夏 植 降 初折表
2専順 夏 植
3心敬 夏 山水 動（鳥）
4実中 秋 水 夜 月
5通賢 秋 旅 夜
6行助 秋 旅 夜
7元説 秋 旅 居
8宗祇 秋 光（日） 聳
9盛長 冬 動（鳥） 降 初折裏
10常安 恋 山 一巡終了
11宗怡 秋 恋
12頼宣 雑 植
13専順 恋
14心敬 恋 人 暮
15勝元 雑 人
16通賢 秋 居
17宗祇 秋 光 月
18行助 秋 居 植 降
19光長 雑 山 植
20実中 雑 植
21元説 秋 居 光（日）
22盛長 雑 水
23心敬 雑 水体用 人 二折表
24専順 雑 水 植
25常安 釈
26宗祇 雑
27盛長 雑 居
28行助 秋 衣 植 夜光 月
29専順 秋 衣
30心敬 秋 露
31実中 秋 植
32勝元 春 植 花
33頼宣 春
34心敬 述懐
35？（行助か） 雑
36宗祇 恋 夜
37元説 恋 夜 二折裏
38勝元 恋 夜
39行助 雑 人
40頼宣 雑 山体用
41常安 雑 水 居
42元説 雑 水 居
43専順 冬 植
44通賢 賀
45心敬 秋 光 月
46宗怡 秋 夜
47勝元 秋 山 動
48宗祇 雑 名 山 居
49盛長 冬 植
50実中 冬 衣 降
51心敬 冬 降 三折表
52宗祇 恋
53専順 恋
54行助 恋 人
55通賢 恋
56常安 春 山 動（鳥）
57勝元 春 植 花
58？（心敬か） 春 植

「撫子の」初何百韻式目表
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句番号・作者 春 夏 秋 冬 恋・
衣類

雑
（述懐） 旅名所 神祇

釈教
山類
水辺

居所
人倫

動物
植物

光物
時分

聳物
降物 花月

59？（頼宣か） 秋 居 夜光 月
60行助 秋 光（日）
61専順 秋 降
62心敬 雑 山水
63勝元 冬 動（鳥） 降
64通賢 雑 人
65心敬 釈 三折裏
66専順 雑
67宗祇 雑 動 夜 降
68頼宣 雑 山 夜
69勝元 秋 夜光 降 月
70盛長 恋　衣
71行助 恋
72元説 雑
73実中 雑
74勝元 雑
75心敬 雑 山 植
76宗祇 秋 植
77通賢 秋 名 降
78行助 秋 居 降
79盛長 秋 居人 名残折表
80宗祇 秋 居 夜光 月
81心敬 冬 水 降
82専順 冬
83行助 春
84盛長 春 動（鳥）
85頼宣 春 植
86専順 春 花
87常安 恋 人
88宗祇 恋
89元説 恋
90実中 恋
91通賢 雑
92勝元 釈
93宗祇 釈 名残折裏
94盛長 神
95専順 雑
96常安 秋 植 降
97元説 秋
98行助 秋
99勝元 秋 夜光 月
100心敬 雑


